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耳鼻咽喉科領域 におけるTHR-221の 臨床的検討
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新規注射用セフェム系抗生物質であるTHR-221を12例 の耳鼻咽喉科領域感染症患者に使用し,そ

の有効性と安全性を検討 した。

THR-221を1回0.59な い し1.09を1日2回,200mlの 電解質液に溶解 し,60分 かけて点滴静注し

た。

12症例の臨床効果の内訳は著効10例,有 効1例,や や有効1例 で,有 効率は91.7%で あった。

副作用および臨床検査値異常は1例 も認められなかった。

THR-221は 西 ドイッヘキスト社と仏ルセル社で合成さ

れた新 しい注射用半合成セフェム系抗生物質である

(Fig.1)。 本剤の特徴として,セ ファロスポリン骨格の

3位 にmercapto-thia-zolyi基 を有 しているため代謝を

受けず,長 い半減期を有 し,一 部のセフェム系抗生物質

にみられるdisulfiram様 作用,血 液凝固系への影響がみ

られないことである1)。

THR-221は 好気性 ・嫌気性のグラム陽性菌およびグラ

ム陰性菌に対 して広い抗菌スペ クトルを有 し,特 にS.

pyogenes,S.pneumoniae,H.influemae、E.coli等 には強

い抗菌力 を有することが認められている1)。また,β-

lactamaseに 安定であること、貧食細胞の殺菌能を増強

させることも確認 されている2)。

今回,我 々は耳鼻咽喉科領域の感染症の患者に対する

有効性および安全性を検討したので,そ の結果を報告す

る。

1.対 象と方法

1.対 象

昭和61年5月 から10月 までに順天堂大学附属病院耳鼻

咽喉科および関連施設を受診した感染症患者12名 を対象

とした。性別では男10例,女2例 で,年 齢は19歳 か ら41

歳であった。

2.投 与方法

THR-221投 与前に皮内反応試験を実施し,陰 性である

ことを確認 したうえ,本 剤1回0.5gな い し1.Ogを1日

2回 、200m1の 電解質液に溶解 し,60分 間かけて点滴

静 注 した 。 投 与 期 間 は3Bか ら6日 間 で,総 投 与 量 は

3.5gか ら11.Ogに 及 ん だ。

3.効 果 判 定

臨床 効 果 の 判 定 は,自 ・他 覚 症 状 お よ び臨 床所 見の改

善 か ら,著 効,有 効,や や有 効,無 効,不 明 の5段 階 で

評価 した。 副 作 用 に 閲 す る検 討 と して は,自 ・他 覚症状

お よ び臨 床 所 見 と共 に血 液,尿 な らび に肝 ・腎機 能 に関

す る検 索 を行 い,そ の 有無 を判 定 した。

E.臨 床 成 績

THR-221の 臨 床 成 績 一 覧 表 をTable 1に 示 した 。12症

例 にTHR-221を 投 与 した が,そ の 内訳 は 扁桃 炎5例 で

全 例 著 効,扁 桃 周 囲 膿瘍7例 で 著 効5例,有 効1例,や

や 有 効1例 で あ っ た。 投 与 量 別 で は1回0,59が3例,

1.09が9例 で あ った(Table 2)。 疾患 別 に有効 率 をみ る

と扁 桃 炎100%,扁 桃 周 囲膿 瘍85.7%で,総 合 有 効率 は

91.7%で あ った 。

菌 はす べ て の 症 例 で 分離 さ れ,延 べ19株 検 出 され た。

そ の 内 訳 はPamerobius 6株 で 全 株 消 失,S.pyogenes 5

株 で 全 株 消 失,S.aureus,S.pneumoniae,S.salivarius,

Fig. 1 Structural formula of THR-221



VOL.36S-5 CHEMOTHERAPY 897



98 CHEMOTHERAPY OCT,1988

S,agalactiae,B.catarrhalis、K,pneumoniae,F,un-

cleatumお よ びP.asaccharolytious各1株 で,P.asacchar-

olyticusは 減 少,他 は すべ て 消 失 した(Table 3)。

副 作 用 お よ び 臨 床 検 査 値 異 常 は 認 め ら れ な か っ た

(Table 4)。

III.考 察

耳 鼻 咽 喉 科 領域 感 染 症 に お い て検 出頻 度 が 高 い 主 な細

菌 の うち,グ ラ ム 陽性 球 菌 で はS.pyogenes,S.pneumon-

iae,ま た,グ ラ ム 陰性 桿 菌 で はHinflmmae,K,pmu-

momiae、Proteus sp.な ど に対 してTHR-221は 良好 な抗 菌

力 を有 して い るb。 また,本 剤 は嫌 気 性 球 菌 に対 して も

強 い抗 菌 力 が認 め られ てい る。

今 回検 討 した12例 の感 染 症 の うち,菌 が 複 数検 出 され

た の は7症 例 で,す べ て嫌 気性 球菌 との 混 合感 染で あ っ

た 。 そ の な か で,S-pyogenesとP,asaccharolyticusが 検

出 され た症 例 で は 臨床 的 効 果 もや や有 効 で,細 菌 学 的 効

果 で もS.pyogmsは 消 失 した が,P.a5accharolyticusは

減 少 に とど ま った 。他 の6例 に お い て は、 検 出菌 はす べ

て消失し,臨 床的には著効あるいは有効と判定された。

本剤1,09を 静注 した際の扁桃組織への移行濃度は約

13、5μg/g(投与1時 間後)で あるといわれているが),こ

の濃度は前記各菌のMIC値 を十分上回っている。この

ような優れた組織移行性が今回の有効率91.7%と いう良

好な成績に反映 しているものと考えられる。

これらの成績より,THR-221は 耳鼻咽喉科領域感染症,

特に上気遭感染症には有用性の高い薬剤であると考えら

れた。
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Table 2 Clinical efficacy of THR-221 by type of infection

Table 3 Bacteriological response to THR-221
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Table 4 Laboratory findings before and after THR-221 treatment

B: Before treatment A : After treatment
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The present study was carried out to evaluate the clinical efficacy of THR-221 in otorhinolaryngological infections .

THR-221 was administered to 12 patients. Clinical efficacy was excellent in 10 cases, good in 1 and fair in 1. The cli-

nical efficacy rate was 91.7%. No adverse effect was observed.

The results obtained should support the usefulness of THR-221.


